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「添文ナビ」アプリで
電子添付文書を
ご参照ください

メインボディ アオルタ・エクステンダー

注意 : 

 ▪デバイスが拘束されている状態において、360°を超えてカテーテルを回転させないこと。
 ▪トランクイプシラテラル・レッグのパーシャルディプロイ後は 90°を超えてカテーテルを回転させないこと。
 ▪イントロデューサシースの中を通して、展開前のデバイスを抜去しないこと。
 ▪ 2回を超えて、デバイスの拘束 /再展開を行わないこと。
 ▪ 5回を超えて、アンギュレーションワイヤーの前進 /後退を行わないこと。

添付文書（電子化された添付文書）の警告及び使用上の注意欄を参照すること
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トランクイプシラテラル・レッグの パーシャルディプロイメント

トランクイプシラテラル・レッグを目的の位置
まで進める。

展開ステップ 1：プロキシマルディプロイメントノブ
を反時計回りに回し、一定のスピードでノブを引く。
結果：トランクシプシラテラル・レッグのコントララ
テラル・ゲートまでの部分が展開される。中枢のス
テントのみ完全に展開され、トランクイプシラテラル・
レッグは約 70%の径まで展開される。イプシラ
テラル・レッグはこの時点では展開されていない。

カニュレーションと 

コントララテラル・レッグの展開
コントララテラル・ゲートにカニュレーションし、
イントロデューサシースをゲートまで進める。 
イントロデューサシースを通してコントララテラ
ル・レッグをゲートまで進め、展開する。

トランクイプシラテラル・レッグ

コンストレイニングシステムの抜去と 

セカンダリースリーブの展開
操作：赤いセーフティロックを引きながら、クリアー
ノブを反時計回りに回し一定のスピードで引き抜く。
結果： 

 ▪コンストレイニングループ、ロックピンおよび
セカンダリースリーブ ディプロイメントライン
が抜去される。
 ▪トランク部分が完全に展開される。
 ▪対側ゲートが同側脚接続の解除

トランクイプシラテラル・レッグの完全展開
展開ステップ２：
ディスタルディプロイメントノブを反時計
回りに回し、一定のスピードで引き抜く。
結果：
イプシラテラル・レッグが展開される。

トランクイプシラテラル・レッグを拘束した状態での 

展開前のアンギュレーションコントロール
アンギュレーションノブを時計回りに回し、 
アンギュレーションワイヤーを前進させる。

ポジションの最適化のためのリポジショニングと 

アンギュレーションコントロール
リポジショニングのみの場合
コンストレイニングダイヤルを時計回り
に回し、トランクイプシラテラル・レッ
グの中枢側端を再拘束する。デバイス
の位置を再調整した後、コンストレイニ
ングダイヤルを反時計回りに回し、中
枢側端を再展開する。

オプションでのアオルタ・エクステンダーのアンギュレーションコントロールと展開

留置ステップ ポジショニング最適化のためのオプショナルステップ
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アンギュレーションコントロールの使用
コンストレイニングダイヤルを時計回りに回し、トランクイプシラ
テラル・レッグの中枢側端を再拘束する。アンギュレーションノブ
を時計回りに回し、アンギュレーションワイヤーを前進させる。
注意：アンギュレーションワイヤーを前進させた状態で、メイン
ボディのカテーテルを回転させないこと。デバイスまたはカテー
テルが損傷する可能性がある。

スティッフガイドワイヤーを通してアオル
タ・エクステンダーを留置したい位置ま
で進める。もしアオルタ・エクステンダー
にアンギュレーションをかけるが必要が
ある場合には、アンギュレーションノブを
時計回りに回す。
展開を行う際は、プロキシマルディプロ
イメントノブを反時計回りに回転させ、
一定のスピードで引き抜く。
アンギュレーションコントロールを実施していた場合には、レッドインジケーターが見えなくなる
までアンギュレーションノブを時計回りに回し、アンギュレーションワイヤーを完全に後退させて
から慎重にデリバリーカテーテルを抜去すること。

ゴア® エクスクルーダー® コンフォーマブル AAAステントグラフト
アクティブコントロールシステム


